
令和７年度 あいさんテラス事業報告 
 

【事業所理念】 
テラスに関わる全ての人が毎日幸せだと感じられる為に物心両面での環境を整える 

 
【重点目標】 
１、児童の安心安全な生活の保障と権利擁護の推進 
２、養育支援の向上 
３、職員育成と人材確保 
４、自立支援に向けた社会的活動の充実 
５、社会的養育推進計画に基づいた施設設備と支援体制強化 

 
【運営計画】 
１、児童の安心安全な生活の保障と権利擁護の推進 
 ① 事故等の防止 
  ・ヒヤリハット分析に基づき、服薬・怪我・物品管理を中心に確認手順を徹底し、情報

共有することで、安全に対する職員意識が高まり事故防止等に繋がっている。 
 ② 防災教育 
  ・本体、分園、地域小規模ホームの実態に合わせた訓練、地域避難所までの経路確認、

災害時を想定した非常食調理、防災関連用品の使い方等、実践に即した実施ができた。 
 ③ 児童の権利擁護の推進 

・権利擁護制度への理解について、年間を通して自己評価や人権侵害防止の点検を行い、

研修では児童への関わり方を共有し権利尊重を促進した。 
・児童の意見表明ができる環境を補償し、職員との対話を軸に、施設外の方と話せる場 
「アドボカシーカフェ」「県へのミニレター」。施設内では日常の疑問を発信する「意見 
箱」「児童会」等が浸透し、児童の意見表明は生活の中で活用できている。 

④ 施設内虐待等不適切行為の根絶 
・安全委員会と再発防止委員会は、外部委員の助言を受けて現状を分析し、職員倫理の

徹底と環境整備を進め、児童が安心して生活できる環境を維持した。 
・全体集会が年４回実施し、児童と職員が意見交流をする事で「児童の疑問」「物事の意

味」を伝える場となり、生活基盤の安定と全体共有に繋がりつつある。 
２、養育支援の向上 
 ① 養育支援の基本   
  ・自分の支援が、児童と他職員との支援に歪みがないか考える視点が浸透しつつある。 
 ② チームワークを軸にした養育支援の継続 
 ③ 地域小規模児童養護施設、分園型でのより家庭的な支援 
  ・児童が自ら買い物や調理等も行い、家庭により近い生活環境に進んでいる。 



３、職員育成と人材確保 
 <職員育成> 
① 接遇 
・グループディスカッションを通して、施設職員の倫理に基づき、自分の意見を伝える

他職員の話を傾聴する機会を設けた。その結果、職員間の関係づくりが進み、施設職

員として必要な社会的スキルや意識の向上につながった。 
② 社会的養護施設職員の職員倫理の理解 
・施設内虐待、不適切養育について、基本に立ち戻り、児童福祉法の理解及びケース 
検討等、専門研修、ミニ研修等の実施。（年 16 回） 

③ 支援技術の向上 
  ・ディスカッションと養育及び人権擁護自己点検を通し養育者としての理解を深めた。 
  ・職位等に応じた施設内外研修を計画的に行い、支援技術の向上を図った。 
  ・愛知 CAP プラスによる職員・児童への「包括的性教育」ワークショップを実施。 
  ・研修委員会企画に基づく意見交換とミニ研修を継続し、技術の底上げにつなげた。 

 
<人材確保> 

  ・高校生、大学生への施設見学・体験学習、学習ボランティア等の受入れを通し、人材

育成と確保につなげる取り組みとして今後も継続していく。（年間 56 名参加） 

 
４、自立支援及び社会体験活動の充実 

  ・企業、団体の協力を受け、津島市内の企業説明会・マナー教室等を実施して頂き、中

高校生の自立支援について企業と施設が計画的に支援できる体制が整いつつある。 
  ・退所児アフターフォローを重ねる事で、生活状況が把握でき生活困窮、就職支援等 

必要な支援の継続に繋がっている。（退所児童訪問、面会：年 56 回実施） 

 
 ５、社会的養育推進計画に基づいた施設設備と支援体制強化 

<高機能化・多機能化> 
 ・外部機関との連携から、施設として困難事例への対応に繋がっているが、今後、 

地域子育て支援の拠点に向け、幅広い社会ニーズに対応できるスキルが必要。 
  ・子育て短期事業では、地域のニーズに応じ、委託市町村を増やし受入れ体制を整えた。 
  ・フォスタリング事業として自施設里親サロン（年２回）近隣イベントにて啓発。 
  ・一時保護委託受け入れの強化できた。（年間延べ 927 名） 

 
<施設の小規模化・地域分散化> 

  ・地域分散化については、推進を進めるにあたり「人材確保と育成」が継続課題ではあ

るが、児童にとっては、家庭的養育により心身の発達・生活経験が自立の学びに繋が

っている。今後も、人材確保と育成及び支援体制強化に向けて推進を継続していく。 

   


